
​近藤：本日は、ご多用のところ、ご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。​

​私は社長の近藤 康正でございます。定款第15条の定めに従いまして、本総会の議長を務め​

​させていただきますので、よろしくお願い申しあげます。​

​スムーズな運営を心がけたいと存じますので、ご協力の程、よろしくお願い申しあげます。​

​それでは、ただ今から株式会社サンゲツ第74回定時株主総会を開会いたします。​
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​本総会の目的事項は、お手元の「招集ご通知」の4ページに記載のとおりでございます。​

​本日の総会の議事運営についてご説明申しあげます。​

​まず監査等委員会の監査報告、会計監査人、監査等委員会の連結計算書類監査結果の報告の​

​のち、私から報告事項1と2、ならびに2027年3月期業績予想と中期経営計画2029、さらに決​

​議事項1～3をご説明させていただいた後に、株主の皆さまより、全ての報告事項と決議事項​

​についてご質問をお受けいたします。​

​これら質疑応答が終わりました後に、一括で審議をお願いしたいと思います。​

​2​



​それでは、報告事項および議案の審議に先立ちまして、監査等委員会の委員長、​

​宇田川 憲一より監査等委員会の監査報告をご報告申しあげます。​

​宇田川：監査等委員会の委員長を務めております宇田川 憲一でございます。​

​それでは、監査の結果についてご報告申しあげます。​
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​監査等委員会は第74期事業年度における取締役の職務執行全般について監査を行ってまいり​

​ました。監査の結果につきましては、お手元の「招集ご通知」52ページから53ページの監査​

​等委員会の監査報告書の謄本の通りでございます。​

​事業報告およびその附属明細書は、法令・定款に適合いたしており、会社の状況を正しく示​

​していると認められ、取締役の職務の執行に関する不正の行為、または法令もしくは定款に​

​反する重要な事実は認められませんでした。​

​あわせて、内部統制システムに関する取締役の職務執行についても、指摘すべき事項は認め​

​られませんでした。​
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​連結計算書類および計算書類等については、お手元の「招集ご通知」48ページから51ページ​

​の会計監査人の監査報告書の謄本の通り報告および説明をうけ、監査を行いました。その結​

​果、有限責任監査法人トーマツの監査の方法と結果は相当であり、指摘すべき事項はござい​

​ません。​
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​次に、監査等委員会は、監査等委員以外の取締役の選任につきまして、監査等委員である社​

​外取締役全員が参加している指名報酬委員会における検討を通して、お手元の「招集ご通​

​知」の9ページから11ページ記載の2名の候補者を取締役に選任することが、当社の中長期的​

​な企業価値向上を託すにふさわしく適任と判断しております。​

​なお、本総会に提出されております議案および書類に関しましても、法令および定款に適合​

​しており、指摘すべき事実は認められませんでした。​

​以上ご報告申しあげます。​
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​近藤：それでは、次に本総会の報告事項についてご説明をさせていただきます。​

​事業報告としまして、2026年3月期決算概況、2027年3月期業績予想、そして今年度スタート​

​となる4カ年中期経営計画についてご説明いたします。​

​では、昨年度決算概況からご報告いたします。​

​7​



​2026年3月期の通期業績については、売上高2,064億4,100万円、営業利益194億800万円、当​

​期純利益146億4,200万円となり、増収増益となりました。​

​当期を振り返りますと、一昨年12月の主力仕入先での火災事故に起因する一部床材の出荷制​

​約があり、また、主力市場である日本国内の需要に力強さを欠きました。​

​一方で、一昨年12月に実施した価格改定の浸透に加えまして、戦略商品の伸長による商品​

​ポートフォリオの改善、海外をはじめとするグループ企業各社の業績伸長が大きく寄与し、​

​前年比で増益を確保することができました。​
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​セグメントごとの業績をご説明いたします。​

​主力の国内インテリアセグメントは、売上高1,641億600万円、営業利益193億3,300万円とな​

​り、底堅く推移しました。​

​国内エクステリアセグメントは、業績改善は進んでおり、計画を上振れての着地となりまし​

​た。​

​海外セグメントにおいては、前年度に比して8億円近い損益改善となりました。​

​本社経費やのれん償却を差し引くとブレイクイーブンには届かなかったものの、ここ数年に​

​わたって着実な改善がみられ、今後海外事業の成長を加速したいと考えております。​
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​国内建設市場の状況は、新築住宅については着工戸数、床面積とも前年割れとなりました。​

​非住宅におきましても、ホテルを除き、オフィス、工場、倉庫、医療福祉施設などでは、住​

​宅同様新設需要は前年を下回っております。​

​一方で、リフォーム、リニューアルは、住宅、非住宅ともに堅調に推移しております。​

​今年度の見通しとしましては、中東情勢の影響も重なり、一段と不透明感が増しておりま​

​す。​

​当社としましては、市場全体として縮小が避けられない中、リフォーム、リニューアルをは​

​じめとして成長する市場、新たに生まれてくる市場でのポジショニングの強化を今まで以上​

​に進めてまいります。​
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​壁装材、床材とも、当社の出荷数量の減少は業界全体を下回りました。​

​壁装材では、一昨年12月の価格改定に際して当社が他社に先行した影響等によるもので、床​

​材では、仕入先火災事故に起因する供給制約の影響が大きかったものです。​

​当社の強みである各種機能とソリューション提案力によりシェアの回復を進めています。​
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​これまで「中型商品」と呼んでおりました高付加価値商品、高成長が見込まれる商品を「戦​

​略商品」と呼ぶことといたしました。​

​戦略商品の当期の売上高は445億2,000万円と、前年同期比6.8%増と高成長を保ち、​

​国内インテリアセグメント全体の売上高の4分の1以上を占めるまでに成長しております。​

​戦略商品の一段の展開、また、市場ニーズ、社会課題に応える新たな商品群の開発を強化し​

​てまいります。​
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​2027年3月期の通期業績予想について、最初にご理解いただきたい前提をお話します。​
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​当社は、後ほどご説明します新しい中期経営計画の策定に昨年秋以降、実務を積み上げてま​

​いりました。​

​その中には2027年3月期の通期計画も含まれます。​

​策定を終え機関決定のプロセスを経る段階で、アメリカ、イスラエルによるイランへの軍事​

​攻撃が起こりました。これに起因しまして、エネルギーや原材料価格の動向が非常に不安定​

​な変数となり、現時点ではこの影響を合理的に算出することが困難であり、業績予想には織​

​り込んでおりません。​

​また、この不透明なコスト増を見据え、一定の前提を置いた上で7月に18%から30%の価格改​

​定を行う旨、本年4月に発表しております。この価格改定の効果につきましても業績予想に​

​は現時点では一切織り込んでおりません。​

​状況の推移を慎重に見極め、合理的な影響額の算出が可能となった段階で、速やかに新たな​

​業績ガイダンスをお示しする予定です。​
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​以上前提のもとで、現在の業績予想をお話します。​

​売上高は前年同期比3.2%増の2,130億円と増収を見込む一方で、営業利益は190億円と、減益​

​の計画となっております。​

​営業利益について申しあげますと、プラス要因としては、仕入先火災事故に起因する一部床​

​材の供給制約がほぼ解消すること、海外事業の成長などがあります。​

​一方で、マイナス要因としては、通常の事業活動の範囲で想定される原材料や物流費の上​

​昇、さらには、人件費や成長戦略に向けた投資を含む販管費の増加を織り込んでいます。​
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​続きまして、今年度スタートとなる「中期経営計画 2029」についてご説明いたします。​
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​私は、2022年12月にサンゲツに入社し、経営企画、コーポレート担当役員を1年4か月担った​

​上で、2024年4月に社長を拝命しました。​

​最初の1年はFACT FINDINGと現場の把握に努め、次の半年で、国内外グループ会社を含め、​

​サンゲツグループ全体の課題とポテンシャルの抽出を進め、その上で、当社グループが持続​

​的な成長を果たしていくうえで、どうあるべきか、を熟考し、執行役員、社員とも意見交換​

​を重ね、社外からの助言もいただき、今回とりまとめたものが、「中期経営計画 2029」で​

​ございます。​

​全体感としましては、改めてサンゲツのコアである「トータルインテリア」に立ち返り、そ​

​の強みを起点とした成長戦略に舵を切り、「変革と挑戦」、「イノベーションの創出」を実​

​現し、2029年度営業利益250億円を目指す、というものです。​

​当社は2020年に長期ビジョンを発表し、「内装企業からスペースクリエーション企業への転​

​換」を掲げました。そして、2023年に発表した中期経営計画では、その加速に向けたビジネ​

​ストランスフォーメーションを進めるとしました。​

​この期間、主力のインテリア事業は着実に成長を遂げ、海外においても、インテリア事業の​

​成長の兆しが出てきております。​
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​一方で、空間総合事業とエクステリア事業は、当初想定した成長スピードには至らず、各事​

​業に起因する課題も明らかになりました。​

​こうした振り返りの下に、新中計では、当社のコアである「トータルインテリア」の強みに​

​立ち返り、目指す企業像を「素材とデザインを起点に、インテリアから文化をつくる企業」​

​と定めました。インテリア商品の拡充にとどまらず、素材、デザイン、物流、施工を掛け合​

​わせた「トータルインテリア」の強みを梃子として、お客さまの求める暮らしを実現し、新​

​たな暮らしの文化を育んでまいります。​
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​新中計の策定に伴いまして、国内インテリア、国内エクステリア、海外の3セグメントに属​

​する事業を、インテリア事業、空間総合事業、エクステリア事業、海外インテリア事業、海​

​外空間総合事業と定めることとしました。​
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​目指す企業像の再定義に合わせて、当社が1849年創業以来、大切にしてきた​

​「誠実（INTEGRITY）」を改めて社是として掲げることとしました。​

​新中計を実現し、さらに、長期にわたる持続的な成長に向けて、当社グループとして大切に​

​する価値観といたします。​
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​前中計の定量面での振り返りをご説明します。​

​2023年、3年前に策定した「当初計画」、そしてそれを1年前に見直しました「修正計画」と​

​の対比として主要な指標についてご説明します。​

​売上高は、当初計画を上回り、ほぼ修正計画通りでありました。​

​営業利益は、当初計画を11億円下回り、ほぼ修正計画通りでありました。​

​今申しあげましたように当初計画に比べて営業利益が11億円下回った主因は、国内エクステ​

​リア、海外の未達であります。​
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​セグメント別の営業利益実績としては、国内インテリアが底堅く推移した一方で、国内エク​

​ステリアが当初計画比▲9億円、海外が▲8億円の未達となりました。​
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​株主還元の振り返りですが、2025年度の配当は1株当たり年間配当金155円を予定しておりま​

​す。12期連続の増配を実現する見込みです。​

​本業での利益の積み上がりによる株主資本に加え、その他包括利益累計額も積み上がり、自​

​己資本は計画を上回りました。​
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​新中計の具体的な内容についてご説明します。​

​2020年度にスタートした10年計画、長期ビジョン【DESIGN 2030】の総仕上げの4年間とな​

​り、かつ、その長期ビジョンの修正、アップデートを含めたものであります。​

​私が2年前社長就任以来、社員に出していたメッセージであります、「変革と挑戦」、「イ​

​ノベーションの創出」を、改めて新中計のスローガンとしました。​
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​新中計の基本方針、6項目となります。​

​インテリア事業の強化、空間総合事業とエクステリア事業の育成、海外事業の成長、次世代​

​事業の探索・創出、人的資本、デジタル資本です。詳細はこの後お話します。​
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​当社グループの事業ポートフォリオ概念図となります。基本方針に沿い、グループのコアビ​

​ジネスであるインテリアを一段と高度化しキャッシュ創出力を高める、空間総合とエクステ​

​リアは事業基盤を固め、稼ぐ力をつける、海外は北米を筆頭にグループ全体の成長を牽引す​

​る、そして、そういった既存事業の隣接領域で新たな事業機会を見出していく、というイ​

​メージであります。​

​成長への道筋として、オーガニックな成長はもちろんのこと、戦略的なＭ＆Ａも重要な選択​

​肢として検討してまいります。​
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​こうした施策を通じた定量目標となります。​

​長期ビジョンでは、営業利益の目標を270億円としておりましたが、今回250億円に引き下げ​

​ました。その要因は、昨今の事業環境の変化、当社が向き合うそれぞれの事業の特性、ポテ​

​ンシャル、課題等を総合的に勘案したものです。​

​収益力を高め、トップライン、利益の伸長を実現し、かつ、適切な資本コントロールによ​

​り、ROE14%の達成を目指します。​

​一方、ROICについては、「戦略的成長投資の実行」に伴う一時的な資産増加に加え、「新​

​リース会計基準」に伴い、オンバランスされる資産が増加する影響により、足元の水準から​

​低下すると見込んでおります。​

​なお、現在掲げている目標には、2027年3月期と同様に、中東情勢に伴う各種コストの上​

​昇、および、当社の価格改定の要素を織り込んでおりません。合理的な算出が可能となった​

​時点で、変更を要する際には改めてガイダンスを発表する予定です。​
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​セグメント別の定量計画となります。国内インテリアを深堀りするとともに、国内エクステ​

​リアの基盤強化、そして、海外での成長加速を実現していくものです。​

​海外については、インオーガニックな成長も見込み、売上、利益とも大きく飛躍させる計画​

​です。​

​28​



​当社のコアビジネスである「インテリア事業」の具体的な事業戦略となります。​

​事業を高度化し、キャッシュ創出力を強化してまいります。​
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​インテリア事業における成長市場でのポジショニング向上でありますが、国内建設市場の規​

​模が全体として縮小していくことは避けられませんが、新しい市場、成長する市場は必ずあ​

​ります。​

​こうした市場での取り組みを強化すると同時に、市場ニーズや社会課題は次から次へと出て​

​くるので、素材、デザイン、物流、施工の各種機能を組み合わせ、ソリューション提案力を​

​高めてまいります。​
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​今回改めて、当社の商品群を「主力商品」、「戦略商品」、「新機軸商品」に再定義し、そ​

​のポートフォリオを最適化いたします。​

​私どもインテリア業界においては、従前以上に、プロダクトアウトよりもマーケットインに​

​よる商品企画・開発ニーズ、即ち市場ニーズ、社会課題の解決に資するソリューション提案​

​が求められております。​

​当社は製造業ではありませんが、商品を担当する商品統括部門、営業を担当する事業部門​

​の、いわゆる製販連携を強化し、また、高成長を目指す海外にも繋がる商品を開発し、商品​

​ポートフォリオを築いてまいります。​
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​当社のオリジナル商品数は約12,000点あり、こうした多品種商品のビジネスモデルにおいて​

​サプライチェーンマネジメントの重要性は申すまでもありません。​

​3年前に専門人材をキャリア採用し、その人材の下でSCMの最適化を着実に進めております。​

​引き続きその強化を進めて、競争力の向上、トップラインの向上、キャッシュフローの最大​

​化に繋げてまいります。​

​32​



​国内インテリアセグメントの空間総合事業につきまして、当社は2017年にフェアトーンを買​

​収し、空間総合事業に参入しました。​

​2019年にサンゲツ本体にスペースクリエーション事業部を立ち上げ、その後専門人材の拡充​

​等、将来に向けた基盤強化を進めてまいりました。​

​当初想定したスピードでの収益貢献には至っていませんが、今年4月に専門人材を執行役員​

​として迎え、実効性の高い事業体制の構築に取り組んでおります。​
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​エクステリア事業は、前中計期間においては想定した成長を果たせませんでした。エクステ​

​リア事業を担うグループ会社であるサングリーンの経営体制を昨年4月に刷新し、同時にサ​

​ンゲツ本体のサポート体制を強化し、独自性のある商品開発等に取り組んでおります。​
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​海外セグメントについては、4年間で売上高を350億円から542億円へ、営業利益を0から30億​

​円へ拡大する計画としております。その主力は北米であり、東南アジア、中国・香港におい​

​ても改善余地は明らかにあると考えております。海外事業をグループ全体の成長の起爆剤に​

​してまいります。​

​35​



​財務戦略の全体像になります。個別の内容につきましては次ページ以降でお話しさせていた​

​だきます。​
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​資金配分につきまして、基本方針は、成長投資と資本最適化の両立であります。​

​ROE14%の実現に向けて、成長投資の積極的な実行と最適な資本構成を実現していきます。​

​CASH IN、CASH OUTの金額は、ここに記載の通りですが、本日皆さまにお伝えしたいことと​

​しましては、当社のスタンスとして、中長期的な利益のアップサイドを実現するための「成​

​長投資」に主眼を置くことです。​

​その一方で、成長投資の進捗や資本効率の状況を適時に見極め、状況に応じて自己株式の取​

​得を含めた機動的な追加還元を検討してまいります。​
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​投資方針につきまして、ここでは大きく3つの領域に資金を投じる計画としております。​

​一つ目、R&D。新素材や新商品の開発、パートナー企業とのアライアンス、オープンイノ​

​ベーションの強化、R&D拠点の設立を計画しています。​

​二つ目、企業ブランディング。新たな目指す企業像「素材とデザインを起点に、インテリア​

​から文化をつくる企業」を広く発信し、ブランディング、認知度を高めるために、マーケ​

​ティング、プロモーション機能を強化します。​

​三つ目、M&A・新規事業。コアであるインテリア事業、成長の牽引となる海外事業を主たる​

​ターゲットとして、商品ポートフォリオの拡充も視野に入れ、M&A、新規事業といった事業​

​機会を探索し、戦略投資を実行してまいります。​
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​株主還元方針については、これまで同様安定配当を基本とし、1株当たり年間配当金155円の​

​下限設定および配当性向60%以上を目指してまいります。​

​そして、市場環境や資本効率、成長投資等の状況を鑑みまして、機動的な自己株式の取得を​

​検討してまいります。​

​今回の新たな方針としましては、「安定的な増配の継続」との株主さまの期待を維持しなが​

​ら、新たに配当の原資、即ち利益の増大に連動させていくことを掲げました。​

​先ほどご説明した成長投資による利益創出を確実に実現し、株主還元の拡充に努めてまいり​

​ます。​
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​人的資本につきまして、前中計では、次の飛躍に備えるとして、人員の量的拡大を図りまし​

​たが、新中計では、量的拡大というよりグループ会社を含めた全社員の質を上げる、レベル​

​を上げることに主眼を置きます。それを念頭においた人材育成、人事制度のアップデートに​

​取り組みます。​
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​デジタル資本について。この重要性は、当社に限らず国内外全ての企業に言えることであ​

​り、早く体制を構築できる企業が競争に勝つ、逆に言うと、それができなければ負けるとの​

​危機感の下、高度専門人材のキャリア採用を含めて、デジタル資本の強化を一段と進めてま​

​いります。​
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​サステナビリティの定量目標です。DE&I、コミュニティへの参画、地球環境保全に関するも​

​のです。​

​先ほどご説明の通り、事業領域の拡大、連結経営の強化に伴い、グループの成長において多​

​様な人材の活躍が一段と重要になってまいります。ここで掲げた項目はその一部でありまし​

​て、ここに加えてキャリア人材、グループ会社プロパー社員、他国籍人材など多様な人材が​

​活躍できる企業風土を醸成してまいります。​

​「中期経営計画 2029」に関する説明は以上のとおりとなります。​
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​続きまして本日の決議事項についてご説明します。​
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​第1号議案として、2025年度の期末配当を一株当たり77円50銭とさせていただくことをご提​

​案申しあげております。​

​これをご承認いただきますと、2025年度の年間配当は一株当たり155円となり、2013年度以​

​来連続12期の増配となります。​

​また、今年度の年間配当額につきましては、前期から据え置きの一株当たり155円とする予​

​想を発表いたしております。​
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​第2号議案として、ご審議いただきます、監査等委員を兼ねない取締役として、​

​私、近藤 康正そして松尾 豊の2名を候補者として、上程させていただいております。​

​2名の略歴・選任理由につきましては、お手元の「招集ご通知」10ページと11ページに記載​

​しておりますので、ご参照いただきたいと思います。​
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​第3号議案として、ご審議いただきます、監査等委員である取締役の報酬額改定について、​

​お手元の「招集ご通知」16ページに記載させていただいております。​

​当社の監査等委員である取締役の報酬額は、2015年開催の第63回定時株主総会において、年​

​額8,000万円以内とご承認いただいております。しかしながら取締役および監査等委員の責​

​務や期待される役割がこれまで以上に増大することを勘案し、監査等委員である取締役の報​

​酬額を年額1億2,000万円以内と改定させていただきたく、本議案を上程いたします。​

​本議案の内容は、ただいま申しあげた背景を踏まえ、合理的な範囲で報酬枠を増額するもの​

​であり、その内容は相当であると取締役会において判断しております。なお、現在の監査等​

​委員である取締役は5名であります。​
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​以上、私から決算概況、中期経営計画 2029、および第1号議案から第3号議案をご説明申し​

​あげました。​

​※採決の結果は、当社WEBサイトに記載の「第74回定時株主総会決議のご通知」よりご覧く​

​ださい。​

​第74回定時株主総会決議のご通知​

​https://ssl4.eir-parts.net/doc/8130/announcement/122095/00.pdf​

​以上をもちまして、本総会を閉会いたします。本日は誠に、ありがとうございました。​

​47​
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